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住宅省エネラベル 技術基準整理（総合省エネ基準適合のみの場合）

１．「算定用プログラム」において、断熱性能と設備機器の算定をし、基準達成率を１００％以上とする。

総合省エネ基準

● 総合省エネ基準に適合している場合、
住宅省エネラベル適合性判定は、左図のように「総合省エネ基準」
の表示をすることができます。
（「断熱性能基準」については表示ができません。表示したい場合には
別途、次世代省エネ基準についても満足する必要があります。）

技術基準の整理と注意点については、以下をご確認ください。

＝ トップランナー基準

CHECK

総合省エネ基準 ＝ トップランナー基準

２．「設計内容説明書（総合省エネ基準）」の断熱性能区分は、「算定用プログラム」の断熱性能の区分を選択する。

算定用プログラム

CHECK

総合省エネ基準において、次世代省エネ基準で定められている緩和規定を使うことはできませんのでご注意ください。
（緩和規定：２％緩和、４％緩和、断熱抵抗値の緩和規定）
ただし、品確法に基づく省エネルギー対策等級の等級３（結露防止対策、開口部の日射遮蔽対策を含む）の場合には、緩
和規定を適用することができます。この場合、専用の設計内容説明書での申請が必要です。別途お問い合わせください。

設計内容説明書（総合省エネ基準）

財団法人 建築環境・省エネルギー機構ホームページより掲載

財団法人 建築環境・省エネルギー機構ホームページより掲載 ハウスプラス住宅保証（株）ホームページよりダウンロード可能


